
平
成
二
十
七
年
七
月
二
日
提
出

質

問

第

三

〇

六

号

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
形
成
過
程
と
軍
用
地
料
の
支
払
額
別
所
有
者
数
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
形
成
過
程
と
軍
用
地
料
の
支
払
額
別
所
有
者
数
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
六
月
二
十
五
日
、
自
民
党
若
手
国
会
議
員
ら
で
組
織
す
る
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
の
勉
強
会
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
た

作
家
・
百
田
尚
樹
氏
が
「
沖
縄
の
二
つ
の
新
聞
は
つ
ぶ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
と
暴
言
、
妄
言
を
吐
い
た
。

さ
ら
に
、
百
田
氏
は
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
自
民
党
国
会
議
員
か
ら
の
問
い
掛
け
に
対
し
「
も
と
も

と
普
天
間
基
地
は
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
。
周
り
は
何
も
な
か
っ
た
。
基
地
の
周
り
に
行
け
ば
商
売
に
な
る
と
、
み
ん
な
何
十

年
も
か
か
っ
て
基
地
の
周
り
に
住
み
だ
し
た
」
な
ど
と
述
べ
た
。
か
か
る
百
田
氏
の
発
言
は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
終
結
直
後
の
米

軍
占
領
下
に
ハ
ー
グ
陸
戦
法
規
等
の
国
際
法
に
違
反
す
る
形
で
、
民
間
地
を
強
制
接
収
さ
れ
た
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
以
下
、

普
天
間
基
地
と
い
う
）
の
形
成
過
程
を
著
し
く
誤
認
す
る
も
の
で
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
百
田
氏
は
、
普
天
間
基
地
の
地
権
者
に
支
払
わ
れ
て
い
る
軍
用
地
料
に
つ
い
て
「
基
地
の
地
主
さ
ん
は
年
収
何
千
万

円
な
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
」
「
で
す
か
ら
そ
の
基
地
の
地
主
さ
ん
が
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
と
か
に
住
ん
で
い
る
。
大
金
持
ち
だ
か

ら
、
彼
ら
は
基
地
な
ん
か
出
て
行
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

か
か
る
百
田
氏
の
発
言
は
、
沖
縄
防
衛
局
が
公
表
し
て
い
る
資
料
や
沖
縄
県
軍
用
地
等
地
主
会
連
合
会
（
通
称
・
土
地
連
）

が
ま
と
め
て
い
る
資
料
が
示
す
デ
ー
タ
と
全
く
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
根
拠
を
欠
い
た
単
な
る
思
い
込
み
だ
と
強
く
批
判
せ
ざ

一



る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
の
勉
強
会
で
は
、
参
加
し
た
自
民
党
国
会
議
員
ら
か
ら
安
倍
政
権
批
判
の
強
い
マ
ス
コ

ミ
の
「
広
告
料
収
入
を
減
ら
し
て
懲
ら
し
め
る
べ
き
」
と
の
報
道
機
関
へ
の
圧
力
、
報
道
統
制
を
示
唆
す
る
内
容
が
話
し
合
わ

れ
た
よ
う
だ
。

百
田
氏
と
自
民
党
国
会
議
員
ら
に
よ
る
一
連
の
言
動
は
、
民
主
主
義
社
会
の
根
幹
で
あ
る
憲
法
第
二
十
一
条
に
定
め
る
表
現

の
自
由
、
報
道
の
自
由
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
憲
法
第
九
十
九
条
に
定
め
る
国
会
議
員
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
も
反
す
る

も
の
で
決
し
て
容
認
し
得
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
普
天
間
基
地
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

去
る
六
月
二
十
九
日
、
市
域
の
ど
真
ん
中
に
普
天
間
基
地
を
抱
え
る
宜
野
湾
市
議
会
は
、
作
家
・
百
田
尚
樹
氏
に
発
言
の

撤
回
と
謝
罪
を
要
求
す
る
抗
議
決
議
（
以
下
、
宜
野
湾
市
議
会
抗
議
決
議
と
い
う
）
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

宜
野
湾
市
議
会
抗
議
決
議
文
で
は
、
百
田
氏
の
発
言
は
「
沖
縄
の
歴
史
に
対
す
る
無
理
解
か
ら
く
る
も
の
で
」
、
「
先
祖

伝
来
の
土
地
を
強
制
的
に
接
収
さ
れ
た
地
主
の
み
な
さ
ん
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
発
言
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
」
等
と
言
及
し

二



た
上
で
「
現
在
の
普
天
間
基
地
は
戦
前
十
の
集
落
が
あ
り
、
村
役
場
や
郵
便
局
が
存
在
す
る
村
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
先
の

大
戦
に
よ
っ
て
強
制
的
に
奪
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

①

宜
野
湾
市
議
会
抗
議
決
議
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
普
天
間
基
地
は
先
祖
伝
来
の
土
地
を
米
軍
に
強
制
接
収
さ
れ
て
形

成
さ
れ
た
と
認
識
す
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

宜
野
湾
市
議
会
抗
議
決
議
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
普
天
間
基
地
内
に
は
戦
前
十
の
集
落
が
あ
り
、
村
役
場
や
郵
便
局

が
存
在
す
る
村
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

①

普
天
間
基
地
に
お
け
る
直
近
三
年
分
の
地
主
数
及
び
年
間
賃
借
料
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
推
移
に
対
す
る
政

府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
普
天
間
基
地
の
軍
用
地
料
の
支
払
額
別
所
有
者
数
に
つ
い
て
、
金
額
百
万
円
未
満
、
同

百
万
円
以
上
二
百
万
円
未
満
、
同
二
百
万
円
以
上
三
百
万
円
未
満
、
同
三
百
万
円
以
上
四
百
万
円
未
満
、
同
四
百
万
円

以
上
五
百
万
円
未
満
、
同
五
百
万
円
以
上
千
万
円
未
満
、
同
千
万
円
以
上
の
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
数
と
全
体
に
占

め
る
割
合
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
同
基
地
に
特
徴
的
な
点
は
何
で
あ
る
と
考
え
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

三



四

「
沖
縄
の
二
つ
の
新
聞
は
つ
ぶ
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
「
（
政
権
に
批
判
的
な
）
マ
ス
コ
ミ
を
懲
ら
し
め
る
に
は
広
告
料

収
入
が
な
く
な
る
こ
と
が
一
番
だ
」
な
ど
と
憲
法
第
二
十
一
条
に
定
め
る
表
現
の
自
由
、
報
道
の
自
由
を
否
定
す
る
と
同
時

に
、
憲
法
第
九
十
九
条
に
定
め
る
国
会
議
員
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
も
反
す
る
発
言
が
、
自
民
党
若
手
国
会
議
員
ら
に
よ

る
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
の
勉
強
会
で
な
さ
れ
た
事
実
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

四


